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We examined manufacturing technique of lerge particle porous concrete that was manufactured

by spraying cement mortar to used concrete rubble. In this report, the relationship between the

flow value when mortar was sprayed to used column type test sample and bonded property was

examined. As a result, it was confirmed that bonded property increase when use of mortar of

small flow value. Moreover, large particle porous concrete manufactured by concrete rubble have

void ratio of 20-30% and strength that can be transported was secured.
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1. はじめに

ポーラスコンクリートは，近年，環境負荷低減

型および自然共生型コンクリートとして注目され

，植生ブロックや透水性舗装など広範囲な分野で

利用が可能な極めて有用な材料である ．1)

著者らは，ポ－ラスコンクリートの適用範囲を

大幅に拡大させることを目的として，粒径100～4

00mm程度の粗骨材を使用した大粒径ポーラスコン

クリートの製造と，魚礁への適応性に関する検討

を進めている ．2)

さらに，粗骨材として産業廃棄物であるコンク

リートがらを粗割りの状態で使用することができ

ればリサイクル型大粒径ポーラスコンクリートと

なり，コンクリートがらの新しい有効活用方法が

提案できる．
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大粒径ポ－ラスコンクリートの製造における課

題は，粗骨材が大粒径であるため，ミキサの練混

ぜによる製造が不可能なことである．本研究では

，新たな製造手法として高強度結合材モルタルを

粗骨材（コンクリートがら）に吹き付けることに

より，一体化させる手法について検討した．

吹付けによる製造方法では，表1に示すように

，大粒径ポーラスコンクリートに必要な強度 お

よび空隙特性を得るためには，粗骨材粒子表面に

おける吹付けモルタルの付着厚さの制御が重要と

なる．

本報では，強度に関する検討をおこなう前段階

として，モデル供試体を用いた吹付けモルタルと

付着厚さの関係に関する基礎的実験と，実際のコ

ンクリートがらを用いた大型供試体を試験的に作

製することで得られた結合材の付着状態や空隙の

形成状態などの結果について報告する．












